
都心部の２級河川ならではの人工が加えられつつ愛されている目黒川
～水質はイマイチだが一つ一つの橋に住民の思いが宿る～

撮影時、ちょうど近所の保育園の子どもたちが遊びにきていた《中の橋》。都心部ならではの河川の活用のされ方だ

　

渋
谷
川
や
目
黒
川
な
ど
、
都
心
部
を

流
れ
る
小
河
川
は
み
な
、
神
田
上
水
や

玉
川
上
水
の
よ
う
に
、
河
川
や
湧
水
を

水
源
と
し
つ
つ
も
江
戸
時
代
に
人
工
的

に
開
削
さ
れ
た
水
路
の
よ
う
な
印
象
を

も
た
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
、
渋
谷
川
も

目
黒
川
も
東
京
都
が
管
轄
す
る
立
派
な

２
級
河
川
で
あ
る
。

　

渋
谷
川
は
新
宿
御
苑
を
水
源
と
す
る

隠
田
川
が
現
在
の
渋
谷
駅
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
交
差
点
付
近
で
宇
田
川
と
合
流
し
た

後
に
渋
谷
川
に
名
称
を
変
え
、
渋
谷
区

と
港
区
を
通
り
、
今
も
東
京
湾
に
注
い

で
い
る
（
港
区
の
天
現
寺
橋
か
ら
東
京

湾
ま
で
の
河
川
の
名
称
は
古
川
）。
目

黒
川
は
北
沢
川
と
烏
山
川
が
世
田
谷
区

と
目
黒
区
の
区
堺
で
合
流
し
た
後
の
名

称
。
渋
谷
川
は
港
区
で
古
川
に
名
称
変

更
す
る
が
、
目
黒
川
は
世
田
谷
区
・
目

黒
区
・
品
川
区
を
通
り
、
天
王
洲
運
河

に
流
れ
込
む
ま
で
目
黒
川
の
名
称
を
変

え
ず
、
最
終
的
に
東
京
湾
へ
注
ぐ
。

　

そ
し
て
実
は
、
目
黒
川
の
河
口
付
近

は
江
戸
時
代
に
品
川
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
そ
れ
が
宿
場
町
・
品
川
の
地
名
の

由
来
と
さ
れ
る
。
ま
た
品
川
の
名
称
の

所
以
は
、目
黒
川
河
口
部
（
品
川
）
が
、

商
品
物
流
の
盛
ん
な
場
所
だ
っ
た
か
ら

と
も
さ
れ
る
。
品
川
は
高
輪
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
駅
の
設
置
理
由
・
名
称
決
定
の

理
由
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

東
京
に
お
け
る
21
世
紀
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

コ
ト
の
新
た
な
結
節
点
と
し
て
の
期
待

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
土
壌
は
江

戸
時
代
か
ら
す
で
に
培
わ
れ
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
渋
谷
駅
付
近
か
ら
先
の
渋
谷
川

の
総
延
長
が
２
・
４
㎞
な
の
に
対
し
、

目
黒
川
は
７
・
82
㎞
あ
る
。
そ
し
て
渋

谷
川
に
は
42
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
目
黒
川
に
は
57
の
橋
が
架

か
っ
て
い
る
。
今
回
ご
紹
介
す
る
橋
は

目
黒
区
内
に
架
か
っ
て
い
る
目
黒
川
の

３
つ
の
橋
だ
。
写
真
上
の
《
中
の
橋
》

は
ピ
ン
ク
に
塗
装
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
で
か

わ
い
い
橋
で
、
ロ
ケ
地
に
も
よ
く
使
わ

れ
て
い
る
。
写
真
右
ペ
ー
ジ
上
の
目
黒

新
橋
は
Ｊ
Ｒ
目
黒
駅
に
直
結
す
る
幹
線

道
路
・
目
黒
通
り
に
架
か
る
橋
。右
ペ
ー

ジ
写
真
下
は
、
両
者
の
間
に
架
か
る
最

も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
タ
イ
プ
の
朝
日

橋
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
た
た
ず

ま
い
を
持
つ
が
、
こ
う
し
た
市
民
の
意

向
を
踏
ま
え
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
橋

は
、
都
市
部
を
流
れ
る
河
川
の
魅
力
の

一
つ
を
形
成
し
て
い
る
。（
Ｔ
）
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